
これからのきちづくιlに求められるここ

今後の方向

有する特長を保全 ・育成し、居住魅力を)
せ、その情報を発信することで人□の誘 |

ります。
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道路等の公共施設や公的住宅のバリアフリー*1

化などひとにやさしいまちづくりを進めるとと

もに、高齢者が集える場所や生き甲斐づくりに

取り組む必要があります。また、生活支援のた

めの地域コミュニティの醸成を図ります。

まちににぎわいと活気を取り戻して若い人が

魅力を感じ、安心して子どもを育てられるま

市街イヒ調整区域の持つ緑 ・自然環境、農空間の

保全と、地域の住環境を守るために、住民と行

ちづくりをすすめます。
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*4 ′ヽリアフリー :身体に障害のある人や高齢者が生活する上で障壁 (′ヽリア)と なるものを除去
するという意味。
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